
資料２－１ 

北九州ＰＣＢ処理事業における長期安全計画 

 ＪＥＳＣＯ北九州ＰＣＢ処理事業所の安全な操業を確保するため、処理施設の保全、トラ

ブル防止及び災害対策について現状を報告いたします。

今年度の安全対策実施スケジュール及び実績を別紙１に示します。

Ⅰ 処理施設の保全 

長期的に施設の健全性を確保するため、日常保全及び定期点検の結果に基づく保全を継

続するとともに、点検結果や経年劣化予測に基づく長期的な設備の補修・更新を実施して

います。

第１期施設は平成 31 年 3 月末に操業終了となりましたが、解体撤去に必要となる設備及

び換気空調設備の能力は必要となるため、操業中の第２期施設と同様に定期点検のほか、

安全確保・漏洩防止に関わる設備等を中心に更新等を実施しています。

具体的内容を別紙２に示します。

１ 点検及び保全 

各設備の稼働状態の把握、異常の早期発見を目的とした日常点検、設備の故障やそれ

に伴う事故の防止、緊急停止機能の維持を目的とした定期点検を実施し、その点検結果

に応じた各種保全を実施しております。

（１）日常点検

① 傾向管理

各機器・装置の計測データ（温度、圧力等）管理

② 現場点検

目視・聴音・触手・臭覚等による状態把握

③ 簡易診断機器による点検

簡易測定機器（振動・温度・酸素濃度等）を使用した定期的な管理

（２）定期点検

① 法定点検対象

クレーン等（労働安全衛生法）、秤量器（計量法）等

② 自主（法定）点検対象

ボイラー（労働安全衛生法）、受配電設備（電気事業法）、消火設備（消防法）等

③ 設備点検対象

受入～払出までの主要な施設（塔・槽類、ポンプ類、計装類等）及び日常点検の
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結果必要と判断された設備

・設備検査については、第１期施設が 8 月中旬から 9 月末、第２期施設が 10 月

下旬から 12 月上旬に実施しております。

・プラズマ溶融施設については、年２回の溶融炉補修（約 1.5 ヶ月間/回）と月１

回程度の溶融炉内点検を計画通りに実施しており、１号炉は毎月の炉内点検以

外は全て終了、２号炉は２回目の溶融炉補修中で炉内点検は全て終了しており

ます。

２ 長期保全 

定期点検結果等に基づき、長期的な設備の補修・更新を実施しております。実績は別

紙２のとおりです。

Ⅱ トラブル防止策 

トラブルの未然防止に一定の成果を上げてきたリスクアセスメント推進活動やトラブル

情報の各事業所間での水平展開を確実に実施しております。

 また、事業終了期間までの安全操業を達成するための活動に加え、第１期施設の解体撤

去工事の安全対策に関する取り組みを実施しております。

１ リスクアセスメント推進活動 

トラブル発生につながるリスク（安全、環境衛生、防火防災）の抽出とその定量化・ラ

ンク付けを行い、当事業所及び処理施設の運転会社との連携による予防対策の徹底活動を

推進しております。そのための会議体として、当事業所及び処理施設の運転会社による「リ

スクアセスメント推進会議」を毎月１回実施し、設備改善提案及びヒヤリハット活動の進

捗状況や他事業所発生トラブルの当事業所における水平展開状況を確認しております。

２ 他事業所発生トラブル水平展開 

北九州ＰＣＢ処理事業所以外の４事業所で発生したトラブル（インシデントを含む）

の内容及び改善対策を精査し、当事業所における類似トラブルの再発防止を徹底いたし

ます。具体的には、他事業所トラブル発生時に逐次対応するとともに、当事業所及び運

転会社による水平展開について検討する「類似災害防止検討会」を四半期毎１回以上実

施しております。

 今年度第２四半期から第３四半期に他事業所で発生した３件のトラブルについての水

平展開状況を別紙３に示します。

３ 安全操業に向けた活動 

① 事業終了期間までの安全操業が達成されるように当事業所及び処理施設の運転会社

による「安全操業に向けた協議会」を毎月１回実施しております。

② トラブル全般の発生防止対策を担当者間で検討する「漏洩等トラブル防止プロジェ

クトチーム会議」を四半期毎１回実施しております。
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４ 解体撤去工事の安全対策 

解体撤去工事の開始に伴い、当事業所、運転会社及び工事受注社による「解体撤去安全

ミーティング」を工事期間中に毎月１回実施し、安全対策事項を検討しております。

実績として、昨年 6 月から 8 月のグローブボックス内部機器撤去工事、昨年 12 月から

本年 1 月の先行工事エリアにおける除去分別作業を無事故無災害で実施しております。 

Ⅲ 防災対策 

消防法及び石油コンビナート等災害防止法に基づき定めた消防計画等に基づき、今年度

は 10 月 2 日に地震及び火災を想定した総合防災訓練を行うなど、防火・防災を徹底してお

ります。

国、福岡県及び北九州市の防災関連情報を逐次収集するとともに、昨年７月に発生した

港湾道路の冠水などを踏まえ、７月と１２月に事業所幹部による防災対策検討会議を実施

しております。

以上

3



４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
備

考

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

・
ク

レ
ー

ン
（
毎

月
）

・
計

量
器

（
８

月
、

１
１

月
）

●
消

防
設

備
１

期
ボ

イ
ラ

●
消

防
設

備
受

配
電

設
備

１
期

ボ
イ

ラ
２

期
ボ

イ
ラ

・
消

防
設

備
（
５

月
、

１
１

月
）

・
受

配
電

設
備

（
１

１
月

）
・
１

期
ボ

イ
ラ

ー
（
５

月
、

１
１

月
）

・
２

期
ボ

イ
ラ

ー
（
１

１
月

）

１
号

炉
●

4
.1

5
～

6
.1

●
●

●
●

1
0
.2

2
～

1
2
.1

3
●

○
○

２
号

炉
●

●
●

●
7
.2

6
～

9
.7

●
●

●
●

1
.1

8
～

3
.5

前
処

理
設

備

建
屋

外
壁

補
修

随
時

補
修

　
1
系

分
解

炉
ダ

ク
ト

他
更

新
　

2
系

水
冷

ゲ
ー

ト
袖

部
更

新
　

　
１

系
送

風
機

ﾍ
ﾞｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ更

新
　

2
系

出
滓

口
ﾊ

ｳ
ｼ
ﾞﾝ

ｸ
ﾞ他

更
新

減
温

塔
噴

射
水

ﾉ
ｽ

ﾞﾙ
パ

イ
プ

他
更

新
№

2
ﾊ

ﾞｸ
ﾞﾌ

ｨﾙ
ﾀ
ｰ

ろ
布

、
制

御
盤

部
品

更
新

恒
温

チ
ャ

ン
バ

2
～

3
段

目
更

新
恒

温
チ

ャ
ン

バ
1
段

目
更

新

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

Ｒ
Ａ

推
進

会
議

 他
事

業
所

ト
ラ

ブ
ル

発
生

時
に

逐
次

対
応

○
●

：
類

似
災

害
防

止
検

討
会

●
－

－
●

－
－

●
－

－
●

－
－

漏
洩

等
ト

ラ
ブ

ル
防

止
P

T
会

議

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

○
○

安
全

操
業

協
議

会

－
－

●
●

●
－

－
－

●
●

○
○

解
体

撤
去

安
全

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

●
1
0
月

2
日

実
施

●
●

検
討

会
議

※
○

印
は

計
画

、
　

●
印

は
実

施
済

み
、

計
画

　
　

　
 計

画
（
適

宜
）

計
画

通
り

実
施

計
画

通
り

実
施

（
適

宜
）

 国
、

福
岡

県
、

北
九

州
市

の
情

報
を

逐
次

収
集

防
災

対
策

の
検

討

ト ラ ブ ル 防 止

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
推

進
活

動

他
事

業
所

の
ト

ラ
ブ

ル
水

平
展

開

漏
洩

・
労

災
等

の
発

生
防

止
活

動

安
全

操
業

に
向

け
た

活
動

解
体

撤
去

の
安

全
に

向
け

た
活

動

溶 融 炉

プ
ラ

ズ
マ

分
解

炉
廻

り
機

器
更

新
・
補

修

プ
ラ

ズ
マ

排
気

処
理

設
備

機
器

更
新

・
補

修

プ
ラ

ズ
マ

恒
温

チ
ャ

ン
バ

・
熱

交
換

器
耐

火
物

更
新

防
災

対
策

情
報

収
集

総
合

防
災

訓
練

２ 期 ・ 共 通

Ｖ
Ｔ

Ｒ
設

備
の

機
器

・
配

管
等

の
劣

化
対

策

中
間

処
理

設
備

の
機

器
・
配

管
等

の
劣

化
対

策

№
１

オ
ン

ラ
イ

ン
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
装

置
更

新

換
気

空
調

設
備

老
朽

対
策

窒
素

用
・
計

装
用

空
気

用
圧

縮
機

部
品

交
換

建
築

土
木

設
備

老
朽

対
策

令
和

元
年

度
安

全
対

策
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
及

び
実

績

項
　

　
　

目

保 全 計 画

日
常

点
検

定 期 点 検

法
定

点
検

自
主

点
検

設 備 点 検

処
理

設
備

溶 融 炉

○
：
炉

内
点

検
↔

：
炉

補
修

長 期 保 全 計 画 の 機 器 更 新 等

１ 期

建
築

土
木

設
備

老
朽

対
策

換
気

空
調

・
用

役
そ

の
他

設
備

老
朽

対
策

特
高

受
変

電
設

備
老

朽
対

策

劣
化

部
品

取
替

、
給

排
気

設
備

整
備

、
保

温
・
断

熱
補

修
他

給
排

気
設

備
整

備
、

劣
化

部
品

取
替

劣
化

部
品

取
替

他

１
期

保
守

点
検

２
期

定
期

点
検

別
紙

１

4



令
和

元
年

度
の

定
期

点
検

・
機

器
更

新


令

和
元

年
度

は
、
定

期
点

検
の

ほ
か

、
安

全
確

保
・
漏

洩
防

止
に
関

わ
る
設

備
等

を
中

心
に
、
下

表
の

設
備

の
更

新
等

を
実

施

設
備

区
分

計
画

状
況

１
期
処
理
設
備

・
建
築
土
木
設
備
老
朽
対
策

・
換
気
空
調
・
用
役
そ
の
他
設
備
老
朽
対
策

・
特
高
受
変
電
設
備
老
朽
対
策

・
6～

8月
外
壁
補
修
実
施

・
9月

定
修
時
に
実
施

・
11

月
定
修
時
に
実
施

２
期
処
理
設
備

・
Ｖ
Ｔ
Ｒ
設
備
の
機
器
・
配
管
等
の
劣
化
対
策

・
中
間
処
理
設
備
の
機
器
・
配
管
等
の
劣
化
対
策

・
№

１
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装

置
更

新
・
換
気
空
調
設
備
老
朽
対
策

・
窒
素
用
・
計
装
用
空
気
圧
縮
機
部
品
交
換

・
自
動
倉
庫
老
朽
部
品
更
新

・
建
築
土
木
設
備
老
朽
対
策

・
プ
ラ
ズ
マ
分
解
炉
廻
り
機
器
更
新
・
補
修

1
系

分
解
炉
ダ
ク
ト
更
新
、
水
冷
ゲ
ー
ト
更
新
、
水
冷
ケ
ー
ブ
ル
/
絶
縁
ホ
ー
ス
、

送
風
機
ベ
ア
リ
ン
グ
更
新
他

2
系

出
滓
口
上
部
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
油
圧
ホ
ー
ス
更
新

・
プ
ラ
ズ
マ
排

気
処

理
設

備
機

器
更

新
・
補

修
1
系

減
温

塔
噴

射
水

ノ
ズ
ル

保
護

パ
イ
プ
、
環

境
集

塵
機

ろ
布

更
新

2
系

N
o
.2
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
ろ
布
、
制
御
盤
部
品
更
新

・
プ
ラ
ズ
マ
恒

温
チ
ャ
ン
バ

・
熱

交
換

器
耐

火
物

更
新

1
系

恒
温

チ
ャ
ン
バ

ー
2
～

3
段

目
更

新
、
1
段

目
更

新

・
11

月
定
修
で
開
放
点
検
実
施

・
11

月
定
修
時
に
実
施

・
11

月
更
新
実
施

・
11

月
定
修
時
に
実
施

・
1～

2月
実
施
予
定

・
11

月
定
修
時
に
更
新
実
施

・
4～

12
月
建
屋
内
外
部
補
修
実
施

・
1系

5月
、
11

月
定
修
時
実
施

・
2系

8月
定
修
時
実
施

・
1系

5月
定
修
時
実
施

2系
8月

定
修
時
実
施

・
1系

5月
、
11

月
定
修
時
実
施

別
紙

２

5



N
o

事
業

名
発

生
年

月
日

事
象

件
名

概
要

J
E
S
C
O
本

社
で

の
対

応
北

九
州

事
業

所
で

の
対

応

1
東

京
令

和
元

年
7
月

2
4
日

環
境

安
全

異
常

排
水

中
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

濃
度

分
析

結
果

の
協

定
値

及
び

下
水

排
除

基
準

値
超

過

　
7
/
2
4
に

公
共

下
水

道
へ

の
排

水
を

採
取

し
分

析
し

た
と

こ
ろ

、
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

の
測

定
値

が
下

水
排

除
基

準
及

び
地

元
と

の
協

定
値

を
超

過
し

た
こ

と
が

判
明

し
た

た
め

、
直

ち
に

水
熱

分
解

設
備

を
停

止
し

た
。

　
原

因
は

、
水

熱
分

解
処

理
で

発
生

し
た

排
水

を
処

理
す

る
設

備
の

一
部

に
、

開
放

口
を

通
し

て
周

辺
大

気
由

来
の

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
成

分
が

集
積

さ
れ

、
局

所
的

に
高

濃
度

と
な

っ
た

も
の

が
一

時
的

に
排

出
さ

れ
た

も
の

で
あ

っ
た

。

　
対

策
と

し
て

、
開

放
口

の
密

閉
化

と
、

排
水

処
理

系
統

の
活

性
炭

交
換

等
を

実
施

し
、

1
0
/
4
に

P
C

B
処

理
を

再
開

し
た

。

①
原

因
調

査
、

対
策

の
検

討
・
実

施
等

に
お

い
て

、
発

生
事

業
所

と
と

も
に

対
応

。

②
発

生
事

業
所

以
外

の
事

業
所

に
展

開
す

る
と

と
も

に
、

全
事

業
所

が
参

加
す

る
社

内
の

会
議

に
お

い
て

、
発

生
事

業
所

か
ら

他
事

業
所

へ
の

補
足

説
明

を
す

る
機

会
を

設
定

。
各

事
業

所
に

対
し

、
排

出
管

理
等

の
体

制
等

に
つ

い
て

改
め

て
点

検
等

を
要

請
。

③
北

九
州

事
業

所
の

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
推

進
会

議
に

本
社

担
当

者
が

出
席

し
、

ト
ラ

ブ
ル

の
詳

細
や

発
生

事
業

所
で

の
対

策
を

説
明

し
た

。

①
ト

ラ
ブ

ル
情

報
を

共
有

化
し

、
事

例
を

事
業

所
内

各
課

及
び

K
E
P

S
安

全
事

務
局

に
伝

達
（
情

報
の

周
知

）
。

②
北

九
州

事
業

所
の

排
水

処
理

設
備

は
受

水
・
排

水
設

備
棟

内
に

あ
り

、
排

水
槽

も
蓋

で
覆

わ
れ

て
い

て
大

気
中

の
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
を

取
り

込
む

開
放

口
が

な
い

こ
と

か
ら

、
同

様
の

事
象

は
発

生
し

な
い

。

2
北

海
道

令
和

元
年

1
0
月

2
日

労
働

災
害

増
設

施
設

　
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
に

よ
る

開
先

作
業

中
の

両
大

腿
部

切
創

　
2
系

プ
ラ

ズ
マ

分
解

炉
炉

蓋
工

事
に

従
事

し
て

い
た

工
事

会
社

作
業

員
が

、
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
を

用
い

た
炉

蓋
開

口
部

の
開

先
作

業
中

に
、

跳
ね

た
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
で

両
大

腿
部

を
５

セ
ン

チ
程

度
切

創
し

た
。

　
原

因
は

、
使

用
し

て
い

た
ハ

ン
ド

ル
付

き
携

帯
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
が

故
障

し
た

た
め

、
近

く
に

あ
っ

た
ハ

ン
ド

ル
無

し
の

も
の

を
 使

用
し

た
こ

と
と

、
適

切
な

足
場

を
設

置
し

な
か

っ
た

た
め

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

の
進

行
方

向
に

足
を

置
い

て
し

ま
っ

た
こ

と
で

あ
っ

た
。

　
対

策
と

し
て

、
同

様
作

業
時

の
ハ

ン
ド

ル
付

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

の
使

用
と

、
中

央
開

口
部

に
足

場
を

設
置

す
る

こ
と

で
安

全
な

作
業

姿
勢

を
確

保
す

る
こ

と
を

作
業

員
全

員
に

教
育

し
た

。

①
発

生
事

業
所

以
外

の
事

業
所

に
展

開
す

る
と

と
も

に
、

各
事

業
所

で
の

対
策

の
検

討
・
実

施
状

況
を

フ
ォ

ロ
ー

し
た

。

②
北

九
州

事
業

所
の

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
推

進
会

議
に

本
社

担
当

者
が

出
席

し
、

ト
ラ

ブ
ル

の
詳

細
や

発
生

事
業

所
で

の
対

策
を

説
明

し
た

。

③
全

事
業

所
が

参
加

す
る

社
内

の
会

議
に

お
い

て
、

発
生

事
業

所
か

ら
他

事
業

所
へ

の
補

足
説

明
を

す
る

機
会

を
設

け
、

各
事

業
所

で
の

対
策

の
実

施
状

況
を

共
有

し
た

。

①
ト

ラ
ブ

ル
情

報
を

共
有

化
し

、
事

例
を

事
業

所
内

各
課

及
び

K
E
P

S
安

全
事

務
局

に
伝

達
し

、
工

事
作

業
員

へ
の

注
意

喚
起

を
実

施
。

②
北

九
州

事
業

所
で

は
工

具
の

故
障

時
に

代
用

品
を

使
用

す
る

場
合

は
安

全
上

の
注

意
を

払
う

よ
う

工
事

関
係

者
に

周
知

し
て

い
る

。
ま

た
、

こ
の

旨
を

盛
り

込
ん

で
新

規
入

構
者

教
育

資
料

を
改

訂
し

、
同

様
の

災
害

の
発

生
を

防
止

し
て

い
る

。

3
北

海
道

令
和

元
年

1
0
月

1
8
日

労
働

災
害

当
初

施
設

　
ド

ラ
ム

缶
の

レ
バ

ー
バ

ン
ド

間
に

左
小

指
を

挟
み

開
放

骨
折

・
挫

傷

　
運

転
会

社
作

業
員

が
、

可
燃

性
廃

棄
物

を
詰

め
終

え
た

約
5
0
kg

の
2
0
0
L
ド

ラ
ム

缶
を

パ
レ

ッ
ト

に
積

載
中

、
缶

の
縁

に
掛

け
て

い
た

左
手

小
指

を
隣

り
の

ド
ラ

ム
缶

の
縁

と
の

間
に

挟
み

、
骨

折
・
挫

傷
し

た
。

　
原

因
は

、
ド

ラ
ム

缶
を

パ
レ

ッ
ト

に
載

せ
る

際
に

手
を

挟
む

こ
と

に
対

す
る

注
意

不
足

と
、

重
量

物
の

ド
ラ

ム
缶

を
手

で
持

ち
上

げ
て

パ
レ

ッ
ト

に
載

せ
た

こ
と

で
あ

っ
た

。

　
対

策
と

し
て

、
廃

棄
物

を
詰

め
た

ド
ラ

ム
缶

を
パ

レ
ッ

ト
上

に
移

動
す

る
こ

と
を

止
め

、
廃

棄
物

は
そ

の
場

で
2
7
L
ペ

ー
ル

缶
に

小
分

け
し

て
搬

出
す

る
こ

と
と

し
た

。

①
発

生
事

業
所

以
外

の
事

業
所

に
展

開
す

る
と

と
も

に
、

各
事

業
所

で
の

対
策

の
検

討
・
実

施
状

況
を

フ
ォ

ロ
ー

し
た

。

②
北

九
州

事
業

所
の

リ
ス

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
推

進
会

議
に

本
社

担
当

者
が

出
席

し
、

ト
ラ

ブ
ル

の
詳

細
や

発
生

事
業

所
で

の
対

策
を

説
明

し
た

。

③
全

事
業

所
が

参
加

す
る

社
内

の
会

議
に

お
い

て
、

発
生

事
業

所
か

ら
他

事
業

所
へ

の
補

足
説

明
を

す
る

機
会

を
設

け
、

各
事

業
所

で
の

対
策

の
実

施
状

況
を

共
有

し
た

。

①
ト

ラ
ブ

ル
情

報
を

共
有

化
し

、
事

例
を

事
業

所
内

各
課

及
び

K
E
P

S
安

全
事

務
局

に
伝

達
し

、
ド

ラ
ム

缶
関

係
作

業
員

へ
の

注
意

喚
起

を
実

施
。

②
北

九
州

事
業

所
で

は
、

ド
ラ

ム
缶

の
移

動
は

ド
ラ

ム
缶

専
用

の
移

動
装

置
（
ド

ラ
ム

ポ
ー

タ
ー

や
ド

ラ
ム

リ
フ

タ
ー

）
を

使
用

す
る

こ
と

を
作

業
手

順
書

で
定

め
て

お
り

、
同

様
の

災
害

の
発

生
を

防
止

し
て

い
る

。

ト
ラ

ブ
ル

の
水

平
展

開
状

況
　

（
令

和
元

年
７

月
～

令
和

元
年

１
２

月
）

別
紙

３
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